
岡市生総第213号   

令和元年9月17日   

 

 保健福祉企画総務課長 様 

 

                                                    市民生活企画総務課長 

 

 

岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 

 下記施設整備事業について、令和元年８月２３日岡山市くらしやすい福祉のまちづく

り設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

 

記 

                      

事 業 名 

（整備概要） 
岡山北斎場整備事業 

委員からの意見 委員の意見に対する回答 

・玄関前にほっとパーキングおかやまの駐車場

サインが必要ではないか。  

 

・中段のほっとパーキングおかやまの駐車場の

庇を伸ばして雨の日でも濡れないスペースを増

やせないか。 

 

・上段のほっとパーキングおかやまの駐車場・

補助犬排泄流し付近にインターホンを付けてほ

しい。 

 

・マイカー数台で訪れた利用者は、上段のほっ

とパーキングおかやまの駐車場に停める車と、

中段駐車場に停める一般車と離れてしまうので

集合に不便ではないか。 

 

・上段のほっとパーキングおかやまの駐車場が

満車の場合の対応はどのように考えているか。

上段まで行かないと満車なのかどうか分からな

いのは不便ではないか。 

・全体のサイン計画で検討していきます。 

 

 

・EV 棟の入り口に庇がありますが、ほっとパ

ーキングおかやまの駐車場にかけられるか構

造の検討をします。 

 

・運用を含め設置を検討します。 

 

 

 

・駐車場の位置は離れますが、到着ホールで集

合してもらう想定をしています。 

 

 

 

・運用を含め、検討します。 

 

 

 



・中段の駐車場にほっとパーキングおかやまの

駐車場、高齢者マークや身障者用の表示がある

駐車スペースの追加をお願いしたい。 

 

・身障者用の駐車場は、EV 棟付近をメインに

設置することはできないか。 

 

・上段車寄せには、霊柩車やバスだけではなく

一般車の乗り降りは出来ないのか。 

 

・火災や地震などを知らせる警報器は、音だけ

ではなくフラッシュランプのように視覚的にわ

かるものを設置できないか。また、個室トイレ

や控室等でもわかるようなものは設置できない

か。 

 

・廊下、通路に手摺などはつけないのか。 

 

 

・告別部門のトイレ（3）は動線的に会葬者控室

と遺族控室の間に設置できないか。 

 

 

 

・総合案内板やトイレの案内板には、点字表示

がされているか。 

 

・多目的トイレの引き戸は適度な重さで、開放

時に止まるものとしてほしい。 

 

・多目的トイレの折り畳みベッドが下がったま

まの場合だと、入れないため対応を考えてほし

い。 

 

・多目的トイレの入り口扉に大きなガラスがつ

くと、内部での動きが透けて見えるので考えて

ほしい。 

 

・多目的トイレ内にペットシート棚とあるが、

補助犬の排泄については、利用者の使い勝手や

補助犬の特徴などにより各々のケースで異なる

・駐車場全体の計画で検討します。 

 

 

 

・駐車場全体の計画で検討します。 

 

 

・一時的に乗降することは想定しています。運

用を含め検討します。 

 

・火災時については、建物内の要所に設置して

いるモニターなどに表示する計画としていま

すが、地震時については、耐震性のある建物で

あるため、運用をふまえて検討します。 

 

 

・利用者動線や仕上げ材料等を含め、手摺など

を検討します。 

 

・トイレ（3）は主に告別部門利用者を対象に

考えています。現在の位置が、告別室、会葬者

控室、遺族控室から利用しやすい位置と考えま

す。 

 

・対応します。 

 

 

・開閉時の重さについては調整できます。また

扉はストッパー付きを計画しています。 

 

・運用を含め検討します。 

 

 

 

・扉上部に明りとり用の小さなガラスを考えて

います。 

 

 

・棚を取止め、設備機器のレイアウトを再検討

します。 

 



ため、その棚に特定のペットシートのみを保管

するのであれば不要だと考える。 

 

・一般トイレのサインで、ひろびろブースに設

置している設備が分かる様な表示はできない

か。 

 

・男性トイレの床（手すり付小便器の前）に、

警告ブロックを設置しないのか。 

 

・遺族控室の和室には車いすは入れないのか。

また、お通夜の時に、車いすの人は遺族控室で

は仮眠できないのか。 

 

・柩の台車が通らない待合部門の床や外部の補

助犬の排泄流しの部分には、点字ブロックを設

置してほしい。 

 

・施設内の誘導については原則としてスタッフ

が誘導すると思われるが、スタッフの教育をど

こまで考えているか。 

 

・更衣室に車いす利用者も入れるようにしてほ

しい。 

 

・建物内の床の仕上げは滑りにくい材質にでき

ないか。 

 

 

 

 

・検討します。 

 

 

 

・清掃などを含め検討します。 

 

 

・畳敷きを想定しているため、車いすで入室す

る想定はしていませんでしたが、運用を含め検

討します。 

 

・検討します。 

 

 

 

・現時点では運営主体が未確定のため、どのよ

うなスタッフ教育ができるのかを踏まえ、検討

します。 

 

・出入口幅を含め仕切り方やスペース等を検討

します。 

 

・表面を滑らないように加工した御影石やフロ

ーリングを考えています。 

 

 


